
     

     

     

     

    

    

   

   

   

  

  

  

        

        

         

       

    

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NPO法人持続可能なまちと交通をめざす再生塾・日本酒探訪会の取組～「ＭＭアンバサダー」育成に向けた継続的な取組の実践～ 

西窪由香理〔奈良市〕 後藤正明〔(株)シティプランニング〕
  

本田 豊〔富山大学〕 樋口一雄〔(株)かんこう〕 山本信弘〔ジェイアール西日本コンサルタンツ(株)〕
  

池田 宏  

                    

 

１．日本酒探訪会とは・・・ 
・NPO法人再生塾の修了生が設立したユニークな親睦団体であり、

日本酒という文化的なキーワードを通じて、公共交通を利用し

た現地視察を行い、地域の歴史やまちづくりを学んでいる。 

・日本酒探訪会は、再生塾本体や参加者同士と繋がる重要なハブ

の一つとして機能している。会員のアドバンスドコースへの継

続参加や部活動への積極的な関与は、日本酒探訪会が学びと交

流のプラットフォームとして深く根付いている証である。 

 

３．活動の効果は・・・ 
・日本酒探訪会の活動は、これまで次のような効果があると認識していた。 

➢ 行政・民間・大学等からなる会員相互の交流継続 

➢ まちや地域、交通への関心や関わりの意識変容 

➢ 質問力やコミュニケーション技術の向上 
 

・活動効果を把握するため、令和 7 年 8 月にアンケート調査を実施した。アンケート調査結果は、会員が公共交

通の利用やその魅力発信に極めて高い関心を持っていることを示している。勉強会の体験が、まちと交通の課

題をより身近なものとして捉え、自発的な行動を促すきっかけとなっている。 

・すなわち、この活動は単なる交流に留まらず、参加者のまちと交通問題への意識を高め、 

自発的な「モビリティ・マネジメント(ＭＭ)アンバサダー」を育成 
する土壌となっている。 
 

・会員それぞれが普段活躍する場において、周囲の人々に、「電車・バスを使ってみようか？」と思わせる「ＭＭ

アンバサダー（伝道師）」の役割を担う効果を発揮している。 

４．今後の展開は… 
・日本酒探訪会では、こうした成果を踏まえ、年 3 回

程度の勉強会を継続していくこととしている。 

・さらに、「NPO 法人再生塾」における現地体験型の

人的交流と、ＭＭを担う人材育成の新たな取組を

提案している。 

 

２．その活動は‥・ 
・我が国の食文化の一つである「日本酒」をキーワードにした現

地視察型の勉強会を平成 29年 4 月から令和 7年 8 月まで 20 回

開催（8 年間で延べ 213 人（約 11 人/回）の参加）している。 

・勉強会では、公共交通を利用した酒蔵巡りを行い、その土地の

歴史文化資源や食、まちづくりのポイントとなる施設等を探訪

している。 

・また、毎回会報「日本酒探訪会だより」を作成・配布し、会員

間で情報共有することにより、継続的な学びの場としている。 

 

 

日本酒 

まち 公共交通 

MMアンバサダーの育成 

 

交通関連の集まりや飲み会の
際に、探訪会での経験や、日
本酒づくりがまちづくりに与え

ている影響を語り、興味を持っ
てもらうようにしている。 

 

友人知人と旅行に行く
際に「お酒」をダシに、公

共交通での旅行を提案
している。 

 
飲酒したいが為に公共交

通を利用する機会を自ら
創出している。 

 
少し不便な場所でも、公共

交通で行けることを知り合い
に話している。 

 

日本酒探訪会だよりを日
本酒好きの上司に見せる
ことで公共交通について

興味を持ってもらう。 

 
職場仲間とプチ探訪会

を企画し、公共交通を使
っての旅をしている。 

 

酒ツーリズムは、地域活性化のコ

ンテンツの一つ。酒ツーリズムに
公共交通は切っても切れない関
係。まち全体の魅力づくりの視点

から公共交通の採算性をアピー
ルしている。 

■交通やまちづくりに関する気づき 

 

■自発的なＭＭ行動への取組状況 

 

■NPO法人再生塾参加者の交流に向けた取組意向 

＞ 

 

■NPO法人再生塾への参加後の再生塾との関わり 

 

☆移動は公共交通を利用 

■「NPO法人再生塾 日本酒探訪会」訪問地一覧図 

 

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

   

   

   

   

   

          

              

                       

                   

                  

                      

           

                     

    

64.3%

42.9%

64.3%

78.6%

71.4%

92.9%

43.2%

32.4%

40.5%

32.4%

29.7%

10.8%

32.4%

2.7%

0.0% 100.0%

ア バ ス コ ス 基礎編 

技術編 ど  年 参加    

 ブニ グ     

WEB 講習  参加  

正 員、賛助 員  っ 

ア バ ス コ ス 最終

 表  懇親  参加  

周年 事（5周年、10周年、

15周年） 参加  

部  （日本酒探訪 、女子部、

競馬部、甲子園部） 参加  

  参加     

   

日本酒探訪  員（14 ）

一般 再生塾参加 （37 ）

※    

0%

0%

NPO法人再生塾 日本酒探訪会 
 

20 回 
開催された勉強会 

8 年 
にわたる活動 

213 人 
延べ参加人数 

5.兵庫・竹田、簗瀬 
田治米酒造 

（JR山陰線梁瀬駅） 

13.滋賀・高島 
川島酒造 

（JR湖西線新旭駅） 

14.富山・富山市、砺波市 
若鶴酒造（JR城端線油田駅） 

桝田酒造他（富山軌道線富山港線東岩瀬駅） 

9.福井 
田嶋酒造（JR北陸線福井駅）超の磯（え

ちぜん鉄道三国芦原線日華科学前駅） 

17.静岡・静岡市、富士宮市、浜松市 
富士高砂酒造（JR身延線西富士駅） 
花の舞酒造（天竜浜名湖鉄道宮口駅） 

11.滋賀・豊郷 
金亀酒造（岡村本家） 

（近江鉄道湖東近江路線豊郷駅） 

3.滋賀・旧東海道 
竹内酒造（JR草津線石部駅） 

北島酒造（JR草津線甲西駅） 

18.滋賀・草津 
古川酒造、太田酒造 

（JR琵琶湖線草津駅） 

16.奈良・生駒、大和郡山 
上田酒造（近鉄生駒線一分駅） 

菊司酒造（近鉄生駒線南生駒駅） 
中谷酒造（JR大和路線郡山駅） 

8.奈良・天理 
稲田酒造（JR桜井線、近鉄天理線天理駅） 

今西清兵衛商店 

（JR大和路線奈良駅/近鉄奈良線近鉄奈良駅） 

12.奈良・五條 
酒蔵「山本本家」 

（JR和歌山線五条駅） 

1.京都・伏見 
大倉酒造、黄桜酒造 

（京阪本線伏見桃山駅、近鉄京都線

桃山御陵前駅） 
4.大阪・交野 

山野酒造（京阪交野線交野市駅） 

大門酒造（JR学研都市線河内磐船

駅） 

20.京都・上京区 
佐々木酒造 

（京都市地下鉄東西線二条城前駅） 

7.京都・洛中洛外 
松尾大社（阪急嵐山線松尾大社前） 

松井酒造（京阪本線出町柳駅） 

19.京都・亀岡 
大石酒造（京阪京都交通国道下佐伯バス停） 

丹山酒造（JR嵯峨野線亀岡駅） 

15.兵庫・伊丹 
伊丹老松酒造、白雪ﾌﾞﾙﾜﾘｰﾋﾞﾚｯｼﾞ長寿蔵 

（JR宝塚線伊丹駅、阪急伊丹線伊丹駅） 

10.兵庫・灘（東） 
北山酒造、白鹿記念酒造博物館 

（阪神本線西宮駅） 

6.兵庫・江井ヶ島 
茨木酒造（山陽電鉄魚住駅） 

江井ヶ島酒蔵、明石江井島酒館、太陽酒造 

（山陽電鉄江井ヶ島駅） 

2.兵庫・灘（西） 
白鶴酒造（阪神本線住吉駅） 

神戸酒心館（阪神本線新在家
駅） 

71.4%

35.7%

35.7%

42.9%

28.6%

50.0%

50.0%

50.0%

14.3%

14.3%

7.1%
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14 

14 

14 

0.0% 100.0%

  と   歴史と

空間的 時間的 変化

蔵元 よ      

    ラ整備

酒蔵（ あ   ）

 アク スビリテ 

アク ス      

    点と課題

大  関心があ 関心があ ど   も  

   


